
広報にほんまつ 2010.9

13

　

木
幡
の
治じ

ろ
く
じ

陸
寺
の
本
尊
で
、
像

高
七
〇
・
三
㎝
を
測
り
ま
す
。

　

指
の
組
み
方
は
、
妙み
ょ
う
か
ん
さ
っ
ち
い
ん

観
察
智
印

を
結
ぶ
阿
弥
陀
如
来
で
、
寄よ
せ
ぎ木
造

り
、
漆し
っ
ぱ
く箔

の
像
で
す
。

　

後
世
に
削
り
直
し
た
形
跡
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
豊
か
な
頬
、
胸
の

膨
ら
み
、
腕
か
ら
膝
に
か
け
て
の

衣い
も
ん文

の
美
し
い
流
れ
か
ら
、
鎌
倉

時
代
末
期
の
作
と
考
え
ら
れ
、
昭

和
三
十
年（
一
九
五
五
）県
重
要
文

化
財［
彫
刻
］に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

治
陸
寺
は
天
台
宗
の
古こ
さ
つ刹

で
し

た
が
、
明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
り
、

大
正
六
年（
一
九
一
七
）子
院
の
松

本
坊
が
治
陸
寺
の
称
号
を
復
活
し

て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
寺
に
は
本
尊
の
他
に
、
木
幡

山
上
に
あ
っ
た
千
手
観
音
な
ど
の

諸
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
永
禄
三
年（
一
五
六

〇
）お
よ
び
文
禄
三
年（
一
五
九

四
）の
彩
色
銘
が
あ
る
木
造
彩
色

弁
財
天
坐
像
は
注
目
す
べ
き
も
の

で
、
平
成
十
四
年
に
有
形
文
化
財

［
彫
刻
］に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
匹
獅
子
舞
は
、
上
長
折

の
滝た
き
ぼ
ら洞

、
下
長
折
の
東ひ

が
し
か
た方と

中な
か
ぼ
ら洞

の
三
地
区
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
諏
訪
神
社
の
秋
祭
り
に

境
内
で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
五
月
五
日
の
春
祭
り
に
、

東
方
と
中
洞
は
組
に
な
っ
て
、
滝

洞
と
一
年
交
代
で
踊
っ
て
い
ま
す
。

　

踊
り
手
は
獅
子
三
名
、
さ
さ
ら

す
り
二
名
で
、
道
化
の
ヒ
ョ
ッ
ト

コ
も
つ
き
ま
す
。
獅
子
は
太
郎
、

次
郎
、
雌
獅
子
と
い
い
、
太
鼓
を

つ
け
て
バ
チ
を
持
ち
ま
す
。

　

種
目
は
多
少
異
な
り
ま
す
が
、

滝
洞
で
は
二
種
の
道
中
囃
子
と
、

出
会
い
獅
子
、
舞
い
込
み
、
チ
ー

ラ
リ
、
そ
ぞ
ろ
き
、
山
が
か
り
、

き
り
の
舞
、
庭
な
ら
し
の
九
種
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

伝
来
の
時
期
は
不
明
で
す
が
、

滝
洞
の
古
い
太
鼓
の
胴
に
天
明
三

年（
一
七
八
三
）の
銘
が
あ
り
、
中

洞
に
は
同
八
年
に
庭
元（
宿
）の
順

番
を
記
し
た
氏
子
帳
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
獅
子
舞
の
特
色
は
、
さ
さ

ら
と
呼
ば
れ
る
長
さ
約
三
ｍ
の
太

い
竹
竿
の
周
囲
に
多
く
の
穴
を
あ

け
、
こ
の
穴
に
花
と
称
す
る
一
種

の
花
串
を
斜
め
に
刺
し
こ
ん
だ
も

の
が
二
本
舞
庭
の
左
右
に
立
つ
こ

と
で
す
。
こ
れ
を
用
い
る
の
は
、

こ
の
周
辺
が
北
限
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

舞
は
県
内
の
獅
子
舞
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
勇
壮
で
、
伝
承
も
確
か

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
七

年（
一
九
七
二
）に
県
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
ノ
戸
の
三
島
神
社
に
は
、
古

く
か
ら
御
神
体
の
よ
う
に
神し
ん
め
ん面

一

〇
口
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
長
さ
一
九
・
七
～

二
二
・
四
㎝
、
幅
一
二
・
六
～
一

六
・
四
㎝
、
重
さ
一
〇
五
～
二
七

〇
グ
ラ
ム
を
測
り
ま
す
。

　

尉じ
ょ
う（

老ろ
う
お
う翁

）面
二
、
癋べ

し
み見（

口
角

に
力
を
入
れ
て
両
唇
を
強
く
結
ん

だ
異
相
面
）二
、
姥う
ば

面
ら
し
き
も

の
一
、
女
面
一
、
そ
の
他
男
面
四

で
、
い
ず
れ
も
彩
色
の
剥
落
が
著

し
く
、
男
面
の
一
つ
は
向
っ
て
左

の
頬
が
削
が
れ
て
い
て
、
癋
見
両

面
の
鼻
先
も
欠
け
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
除
い
て
は
ほ
ぼ
原
形
を

と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

両
癋
見
の
面
裏
に「
塩し
お
の
ま
つ松太
平

大
明
神　

□判
断
不
能□

神
力
坊
」の
墨
書

銘
が
あ
り
、
他
の
三
面
に
も「
塩

松
大
平
之の

大
明
神
」な
ど
の
墨
書

銘
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

製
作
年
代
は
、
文
献
記
録
か
ら

鎌
倉
時
代
末
期
と
み
ら
れ
、
単
な

る
信
仰
面
で
は
な
く
、
劇
的
な
も

の
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

当
時
こ
の
地
方
で
古こ
さ
る
が
く

猿
楽
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
芸
能
史
を
考
え
る
上
で

貴
重
な
遺
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
五
十
四
年
県
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
指
定
を
機
に
、
古
面
は
市

歴
史
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
、
常
設

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
本
松
市
の
指
定
文
化
財  

⑤

県
指
定

『
小
浜
長
折
の

�

三
匹
獅
子
舞
』

県
指
定

『
木
造

阿
弥
陀
如
来
坐
像
』

県
指
定

『
大
平
三
島
神
社

�

の
古
面
』


